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北1屹地力におげる」口業都市発達の炭囚につし、ての＾考察
野史リJ
I 問題意識
わか川の部市を一走の手紐きと力｛一よに従って機指分知し，その崖業晶盤か主として第 2次／崖業てあ
るか，第 3次此業であるかによって知型区分を行なってみると，いわゆる第 2次産業型都由が70, 第
3次作業印都巾か 249, /1lij名の中間化」't庄格をもつ中間型都市が 82となる旦第 3次崖業型都市が圧例
甘りに多いことは部山の本質からみて当然といえるかも知れないが，注目すべきことはそれらの分布状
祖にきわめて大き貧竹徴かあることである．す怠わち数からいうと少はい第 2次崖業型都叶いあるい
は中間叩噂1いいつまり I{町集やサーヒス文などの第 3次崖業かその都『Ifの崖業晶盤としてはあまりり皇カ
でばくてとちらかといえは」二業1『J骨1名の住い部市が， 日本全体の中て関東地方から中部地方を経て近
氣池万に土る中央 Ii本にほとんと比巾的に分布していることてある．前述の 3類型合叶 401都田のう
ち，第 2次型・中間型を合せて 152部由であるか，その約80形が中央日本に集中偏在しているのであ
り，杖り v)約 20クのうち 12,96は割戸内屑沿岸に分布している． したがってその他の地域，
虞化・山陰.I灯四1日・九州のi者地方には二l口業的外格の強い部『Fはきわめて少ない（北廂道の石炭鉱業
部巾か第 2次叩Jに属しているのを除く）のである．
こし）よう貧｝崖業）よ盤として工業に比餃的強く傾紅している都由が中央日本に偏在集中している理由
は何であろうか．その地理的連山を実例に即して検月するのが本研究の目的である．上述の類型区分
(iJ)よ礎資料は1970年：の国勢説，l査であるか，わか国の都市は北侮道諸都叶『や若干の近代工業都『打を除く
と，上笈都巾のほとんどか明冶以前の五世封辻期応既に都『l『として成立し，または少なくとも都 1打の
直直の形成を見ていたものであり，それが明治以後に近伏産業や交通の発展に伴って改造されたり拡
大発展をみたりして視在のような実想をなすに至ったことは周知の事実であるから， 1970年現在のエ
の強い部巾の中央日本への偏在傾向も，その理由があるいは五1仕封辻期にまでさかのほるも
のかあるのではばいかということである．
以上のような諜起を実例（こ即して検討するため，サンプルとして選定したのは北峠地方の工業都市
閏てある．先す妍砧県は京反・中京・阪神などの大都盲圏や大工業地帯から離れているにも拘らす，
そこには断凡平野（下越平野）の山麓沿いの地帯に五泉・村松・加茂・三条・燕・見附・栃尾などの
多くの工業的性格の強い都宙群（三条と村松が中間型，その他は第 2次産業型）か連なっている． こ
れらの都巾豆のうち五泉・村松・加茂・見附・栃尾は繊維工業都市，三条・燕は金物工業都市で，現在
では紘維は化・合繊緑物やメリヤス・ニット製品を主としているか，近世封建期には絹緑物（紬・結
城はど） • 木綿緑物（縞物）であったし，金物は現在は洋食器・石油ストーブ・ミシン部品・作業工
具などを主としているが，近世封建期には和釘・ 刃物・農機具などであった竺 したがってこれらの
工業都叶［は伝統的な地楊産業から発展した都市であり，現在も中小零細企業を主体としている点でも
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くからの 巾としての本質を伝えてい
るといってもよいであろう
次に 'i•1I 山・石川・福井の 3 県ては の
強い都市］罪としては，第 2次直：業型か糾湊（金
属）．｝］分山（緑物） ・1Vii」:(訊物・めがねわく）の
3都市て） その他に仕I、(ド（化学）• 黒部（ファス
ナー・金属）・高岡（金属）・小松（緑物
械）・加賀（緑物・一般横械）•大野（睾蔽物・ 1丑徽）
はどが中間型に属している． こ礼らのうち罰湊．
はどの諸部ilTは金属・化学はどの五伏
的大企業が幾つか立地することによって五伏工業
都市として発屁したものてあるが，高岡は 1日藩時
代からの銅羞など，小松・加賀（大聖喜）．勝山
大野などは 1日藩時代末期あるいは明ポ初期から
の伝統［白地屡崖業としての緑物業を晶盤とし，そ
れに高岡・小松・加賀などは五代工業をも加えて
としての発展をとげたものてある豆 第 1図 新凸県の］＿・—;!'.:都市i罪
本研究はこ礼らの諸都巾の工業の近世旦建期，あるいはやや下って叫ポ中期叫まての発展過凸＇を検
ることによって，上述の課題を解明する手がかりを褐たいと考えた拿丈際に収りあげた都巾は祈
の金物」□業都市三条，織物］口業都甫見附，および石川県から幅）卜県にかけての緑物工業地畠・の占
都ihC小松・ 寿• 福井など）で，従来からの多くの研究を参照しつつ，祈たな実地調査を加え，
こ机らを総合してこの地方における工業都田発逹の要因について一つの仮説を設定してみたものであ
る
N 三条の場合
ll-1 金物工業の形成
三条には古くから木綿緑物や染物げ廿屋）のような工業もあったが，そ礼らは発展せす，最も大き
く伸びたのは鍛冶屋である．その始まりは明暦・ 万冶年間 (]655~1660 年）より遅くはなかった4) と
考えら礼，次の霞文年間 (1661~1672年）には三条町内信濃川岸に近い鍛冶 rl!J に 23戸，信濃川と支流
五十嵐川との合流点よりややさかのほった一之木戸部落（古鍛冶町）に13戸の鍛冶屋集団が形成され
ていた． これらは少なくとも農家副業化］なものではなく専業的鍛冶屋てあった．
その頃この地方には信晨川や五十嵐川の洪水がしばしば起り，そのたびに農民は田畑を荒されて甚
だしい窮乏状態に陥ったので，当時の代官（三条は162'.3年以来幕府直轄領となっていた）か農閑期の
農家副業として家釘（和釘）の製造を奨励したのか，やがて鍛冶専業の発生となったものであろう
そしてこれは頻発した洪水や地震，あるいは大火 (1792年の大火，および1828年の三条地震に伴う大
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火など） などの災害によ っ て付近•一閤がや られ，家屋百建の必要が起 こる度に家釘の需要が増加す る
ことによっ て漸次発展して行っ た．のちに市場が江戸方面にまで拡大すると ，江戸の大火ごとに三条
の釘の価格が暴騰したともいわれる 5).
三条の専業鍛冶は時代か下るにつれて家釘のみでなく漸次小刀・ 底丁・鋏・錬などの利粽類や鍬
鋤・稲扱千歯などの農機具や鉄鋲 ・船釘などを も製造するようになり， 鍛冶屋の数も増え，その地域
的分布も三条周辺のみでなく ，熊 ・与板その他にも拡大した．そしてこれらの製品は三条町内の商人
によって一手に売1別かれた．当初は五辺に現物を自ら持参しての行商が多かったが，やがて東北・信
州・側棗はとの訊国6){こ及び， 単なる行商のみてなく大州の付物を江戸などの商人対手に送り出すよ
うになった．とくに江戸を中心とする閲東各地との取引 はめざましい ものがあり ，三条商人は各地で
秤々な（上文を受けて帰り ，鍛冶屋はそれらの生産に努力する結果として， 量的にも質的技術的にも三
条金物ー工業か発展す るようにな ったのであ る
当時の三条位物の販売）レー トは1閃東方面に対しては三条から信農川本流を さかのほり， さらに支流
の化野川沿［ヽ （こ六日 l!Jまでは船位て氾び， ここて上陸ーし てからは馬背または人の背旦い荷物で三国峠
を越えて」：州の臼賀野燿月に出，ここから「りび船便てI,、合）l・ 利根川を下り，あるしヽはその支流沿いにさ
かのほるな どI見東一円を巡同して各地の1/:¥]犀な どに販売し，また注文を受けて帰っね六日 lJから三
国l峠越えの迅中は 3~ Lj l[lことに宿が設けられ，宿には数人の宰領がいて荷物が 100個ぐ らいにま と
まると一人の亭飢かIi嘉督して次の附まで送るというよう にした7). また江戸末期には三国1峠をこえ る
と沼ll1汀の旅籠で閾東の商人と落ち合い， ここて和釘などのセリ 市が立っ たこともあるといわれ8¥
ここて凸＼物と金とを交挽してj暑ったといっ ．甲信方面には三条で船積みして信濃川を下り ，新1易港に
出，そこで川船から沿悔用の船に柏みかえて直江（半他に上陸し，そこから馬背または人の背且い荷で
性路長野 ・山梨方面に送った．また奥羽方面は三条から信晨川を下って新髯処を経てさらに阿鉗野川
を叫川まで さかのほり，そこて」：陸してから 1ど若路を馬背ま たは背負荷で会津に出，そこから奥羽各方
・面に阿った9).
婦路には各出先の特産物や向娑者から 金物を見本と して持ち帰り，これを三条の鍛冶屋に見せて注
文したりし たから， 三条の銅冶屋に とっては居ながらに して遠隔地の?:生文や蚊術を知ること かできた
といえる ．
以上のこ「阪 :3)レートのほかにも悔路日本悔沿岸各地へも販路が間かれたようてあるか，主なものは
上記3}レート，なかでもt.I戸および恨］棗各地が最大の販路であ ったことは当然てある 10). そして三条
町内はもち ろん付近各地の金物製心心の先掠lきはほとんど三条商人の独占事業であったことは燕町の仲
買が三条商人をないがしろにして江戸商人と取引しよう として紛争になり，三条商人仲間の訴訟が勝
って差止められたことて も明らかてある 11)_
江戸末期当時三条に鍛冶屋か どの位存在 したかという と，別政・ 享和 • 文化・ 文政什1月 (1789~1829 
年）に銀冶を営んていた人名から数えて三条鍛冶Il]に20, 一之木戸に18, 田島に 7,砂原 ・裏館 ・荒
lJに11, {汀!・56車：f12)は{i'(i実てあるか，そのほかにも多数の小Iり］（下｝習）の鍛冶屋が存在していたらし
く， 明冶7年 0874)の戸「」表では鍛冶屋は三条98, 一之木戸 151, 「El島 47, 裂飴:44, その他21,
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合計 361軒13)となってしヽ る．
] --2 三条金物工業の立地条件
三条は近世封建期以来現在でも全国有数の金物工業地となっているか，その工業立地条1牛とはるべ
きもので，特に有禾1」な条イ化があっだとは若えられない．先ず原材料としての鉄材は初期には地元近郷
の民家から集めた屑鉄で間に合っていたか，生度量の培）Jlにつれてそれでは間に合わなくなり，関西
地方から洵路鉄材を買入れた．そオ］は闘文121r「:(1672) の川村瑞軒による西廻海連の開発によって東
北・北睦地方の連上米が日本海沿岸を下関に至り，勘戸内［毎を経て大阪まで運ばれるようになった
が，その帰り荷として只服・畠その他の多くの商占］とともに舟合の底荷（船の重鼠を増し安定をよくす
るため）として中 1宝］地方とくに仕『エの鉄材が連ば訊い），断氾港を中継して川船で三条へ送られたので
ある． したがって鉄材の仇給については三条にとくに布利な点があったわけではない
さ礼，
にとって必須の燃料につ［ヽては五十嵐川のすぐ上流の下田郷方面から翌富な木炭が川舟て下
てきた 15)が， これも後には不足扮ちとなり，佐殴の扉府炭，会‘［ドより会［ド炭
されたといわ机，必すしもI月題が窪かったわけでは信い．
労例力応ついてはある杓度の月辻的制約があったとはいつものの， この地域の農木ヽ「からいくらても
得ら九た．貧窮な農l心 とくに凰水時はとどん底に落ち込んだ農民の子弟の労働力が既富（こ所在した
ことは事実であり，これは最も爪翌は条件であったかも知訊ない．
さらに原料や製晶の輸送については1N:鼠貸物である関係上さきに触九たようにできるだけ川船か利
川され，たが，それ（こは平l氏のコウレンボウ 16)なる舟介か）甘いら九だ．妍潟から三条へ，三条から長岡
ヘ，さらに六 l~I Il]方面へと」：りは追 lヽ 凰応帆を上げ， さらに）I沿いJ塁氏のリレー式労働炭仇（賃かせ
き）による引き綱によってさかのほり，下り名りは流礼に従って適宜こぎ下った．当時の川船の船朽場
は五十嵐JIIか信晨川に合位する Iの州の三条側の河岸で現在の四の!HJ・・三のl!J付五であり，二の町付
五には-1:I: 「l姐I¥方訓から―Fった薪仄・木材の阿岸があった．覧政 7年 (1795) には三条町に26隻の川船
があったといわれるが、 その後の賃物の増）JI! によって川船も増加し， 明冶 8年 (1875) には川船54
隻，その他応熊税の船 190隻あったという 17). しかし 1~:J 治 7 年から最初の）I蒸気船が新的・三条間，
さらに長岡まで）訊航するようにばり，以後大正末期煩まて蒸気船時伐が紐いた．信農川の水連の便が
三条金物工業の発屁にかなり大き怠I児係をもつことはり］らかである．
I --3 三条金物と三条府人との関係
二人の金物は前述のよう信形成過杓と =¥'l:!也条件の下応今日に到ったか，三条金物工業の発展に最も
大きな役割を果たしたものは鍛冶職人たち応原料を1共給し）その製品を売り広めた三条商人であっ
た．三条は室IHJI叶代初期から、江戸時代初期にかけて城下町であり，また東四本屈寿別院や日
寄派給本山かある地方I道一の亭教都『ドでもあり，城下には商人が集まって繁栄していたが，覧永以後
は靡府直i糾地あるいは村」賃翡偵に帖下げとなるなどの変遥を経てやや不振の状態となった． しかし万
ポ.J}[文頃 (Hi58~1672年）からは河湛として栄えるようになった．そ机には西廻り［毎連の開発によ
る大阪廻米か慇んと信ったことなどが関係しており，金物工業が盛んになり始めるのも同じくこの頃
からなのてある・ 三条店人は米の連送のほか返り予りとして大阪方而から木綿・具服類.1益など各種商
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でこれを取扱い，大きな科益を得たか，やかてこの地の金物業と結びついてその原料や製畠
を扱う金物 1げ］屋か生れた．その数は天保 2 年 (1831) の鉄物仲間の r~~合せ文書には 7名以上の連名と
なっており 1si, また文久 3年 (1863)の雌町の商人との紛争の文書には34名の三条金物間屋の名が記
されている 19). さらに明治 7~ー ドの戸し］表では金物屋38, 古金屋21, 炭屋 9の関係商人が存在20)した
すなわち金物間）旦は鉄材をも扱うものが多く，また地元の大地主屈とも結んてその資本をも利
川しだといわれる 21).
の と閲係した米その他の物畠の連送・イ中継• 取引によって資本を した商人は鍛冶屋
0兌！［と紅びついて，金物の販路の拡大による生崖の増大，
う一叫の過打を経て噸次合物丁．業を発展させた．その間
による販路の一l晋の拡大とい
の軒数や職人の増加， の増大の
みで匁く，各地との取＂』関係の Iいにおけるド［報交役によって技術的質内同上が行われたのてある 22)
るに貧窮農氏屈の！塁 1乳稼の形態から出発したと思われる鍛冶屋はまもなく専業化し，水運に関
叫してようやく恰豆且して！、＼ナこ倍j業資本に結びついてその支配下に地域的企業集団を形成して発展した
ら0であり，それが今日の三条金物工業都古の晶盤となったのである．
II 見附の場合
11-1 紐物l業の形成
見附はい虞Il0文点〉くlj谷田fI か屈尼盆地を出て， 1且沼丘陵を横切り，下越平野に出る谷口に位置し
ている古くから C)i叫 l!Jであって，五世は杓松藩の見附伐官の支配7ごにあった．刈谷田川には信晨
Il水；7ミC)』＜間船辺などの州連糾緑0一部をなす刈谷田川通船か少なくとも江戸中期以降存在してお
!) 23), 見附｀：こは船着加］岸があり船改め番所も所在したとされるから，相当の町場であり， 若干の商
人か車1を並べていたと息わ机る．当I身の刈谷rn川の流路は現在のものとは異り，嶺崎の観音山丘陵の
凸きたところから大きく蛇行して北に向い，本町一丁目の現在の甫役所の裏を流九て，さらに蛇
Viしつつ匹内方に向っていた 24)から，江戸巾期以降の見附・lfiJの河岸．は恐らく現在の本lJ・一丁目を中心
として妍附．似I裔一丁目！こわたる付五に所在したものである．
見附の の文政 (1818~ 1829)の始め頃に村松藩士と見附の大庄屋が野州
（？）鮎城（次城県結城巾）から木綿糸の紡紐の技什;jを尊入して !HJ内の女子に手1付職をやらせ） 製品
は見附のi/:¥1Iデに扱わせて糸古J）人に搬出したことから始まり 25), やかて文政13年 (18:30)頃結城
から染条設の技伽をも導入して， その地方で製造さ~ れた網糸を使って「見附結城」と称する木綿紹の生
まったものである 26). 次の大保年間にはさらに発展し生崖額も増加して，機会所貧ども組織さ
れた．当時四廻扉連によって越後米店どが大阪へ送ら礼た帰り荷には鉄材とともに綿が多かったか
ら27), これが新髯造で中継され， 1言塁）Iの水連によって見附河岸に連ばれ，原料糸となり見附結城に
緑ら机たことは充分批定される
叫右以後には木糾織のみでなく絹綜交緑が行われるようになり， さらに明冶7年 (1874)には米沢
から及術を碍人して節糸緑を産出した． この煩から洋糸・洋榮料などが採用されたが，中国方而から
輸人されたのを利用して見附特痒の新節織を作り出したり，輸出向羽二重の生産に力を入れ
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たりした28)こともあるが，第二次大戦後の現在は大衆向きの化繊服地やニソト製品の大産地となるに
至った．
lll-2 見附緑物の立地条件
見附の場合も繊維工業発展に特に有刹な立地条件はほとんどないといってもよい、冬季積雪が多く
戸外作業ができないため，とくに冬には余剰労働力が存在するということはあるとしても，それ以外
は原料については当初の主原料たる綿は山陰の米子糾（夜見ヶ（兵崖）が多かったものと推定され，付
近の山地寄りの村で産出する生糸や会津地方から運ばれた生糸は当初の見附織物には使われてはいな
い．米子綿は直廻海運の帰り荷として新料に送られ， さらに長岡刊介道一刈谷田川通側りで見附河岸に運
ばれたものと考えら礼る．
そしてこれらの原料綿および製品としての見附結城の取扱，およ 向上に主導的役割を
たしたのは見附町内の商人たちであった29). 彼らは始めはこの地方の水田地恐を背景とする地主富
などが藩の大阪遅米取扱のために見附河岸に集まったもの、および長岡商人の支店か進出したも
のとから成り，原料・製品の取扱によって資本を荼積し，閾東方面への販路の尻大やさらに染色・整
理などの経詞,Iこ屎り出すことによって，見附緑物の発展応大きく寄」ー］したことは疑いはいところであ
る．見附織物の技術は見附商人の活動を通じて，技術先進地の関東から導入さ九，その後の佼術の向
上も行わ机， また泊貨地の関東に販路を獲得することによって生／崖が伸びだ．つまり緑物Iiこ立信は
資本の＇管理・支配..ドに地域的企業集団として形成発展を見たものであるといえる
IV-1 小松・加賀
IV 石川・福井両県下の繊維工業の発達
両市の場合
小松において糾織物業が発炭するのは近世城↑lJ形成以後といわれ，加費瀦の強力な統紺ljの下に特
として保護・育成された．藩は資金の恩通や絹道会所応よる糸I~の生就・集荷・販売の統伽lを
行ったか，飢外への移出販売の際（こ緑物税を徴収した．小松絹はほとんどか「登せ絹」となって京都
の加賀絹間屋に出荷され，そ礼によって販売されたから，結局は京都の間屋の怖力な支配下にあった
とみられる．生崖は小松lf!J内の糸閏屋・糸付：I• 絹仲などの特樅商人を中心として，賃機・出機制によ
ってlJ内だけでなく，江戸末鳥Jiこは周辺の農村でも広く行われていた30)
また大聖舟の約織物業は棗方約 5lmの所にある農村の旧庄村から起ったとされるが，大聖寿が加賀
藩の文湘となり (1639年），その城―ドlJが発展するにつ礼て，藩士家族の内職の絹織か普及するように
はって，｝塁村部の「）王の絹」も大聖者か集散地となり，絹業の中心は大聖吉へ移って農村部に対して
われてしヽ fこ31).
小松・ は硲末に I陥るが，安政のI}翫悲 (1855年）により絹織物か外国へ輸
出されるようになって再び発展の適をたどり始めた・ 本格的には明治以後の洋式緑機を導入したマニ
ュファクチュア制工業によって，切冶20年 (1887) ごろ翰出羽二璽の生産が始まってからで，明治33
年 (1900) ころからは励力縞機の採用で生背は飛躍的に培加し， 1904'以降には羽二重の輸出は年閏
60~70万応にも辻し，大正中期 (1919年虹0 には最盛期を迎えた32)
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明治中期以降のこの地方の絹機業は小松・大聖寺の両都市を中心として，周辺の農村部に多数のマ
ニュファクチュアや小工場を発生させながら発展していったが，農村におけるこれら近代機業の担い
手としての小工場主は，その多くが水田単作地帯の農村の中小地主層であったといわれる 33). すなわ
ちこれらの絹織物業は地域的には前代と同じ農村地域の伝統的基盤を受け継いでいるのであるが，明
治以後の外国市場への結びつきと近代技術の導入という背景のもとに，輸出向羽二重業として急速に
発展をとげ，その生産様式において大きく変化している．それを可能ならしめた経済的基盤は何であ
ろうか．相当の資本投下を必要とする機業の創業が， 「小作料収入のみては生活を維持しえない程度
の小地主層」 34)の資力で果してできたであろうか．
IV-2 福井地方の場合
福井地方は小松・大聖寺のような古い緑物地帯の伝統は持っていない．その紙物業が発展を始める
のは明治以後のことであり，明冶初年の幅井藩および福井県の洋式織機や製織法導入の熱意により，
先砿地の京都・桐生などから学んで，明冶20年 (1887)羽二重製緑から出発した．当初から輸出目的
で始められた羽二璽は種々の技術的困難をこえて品質を高め，また明治末期には力織機を導入して急
辻に生痒を培大し，また工場数も順謁に増加している． 8年 (1919)には福井県下の職エ10人以
は837工場に逹し，羽二重生産頷は 1億 7,000万円，全国輸出絹織物の 60%を占めるという
黄金時尺を示したが， これをピークとして以後輸出羽二重は衰退に向った35).
福井地方の近代緑物業の展閲も小松・大聖寺地方と同じく，明治中期における農村中小地主の機業
への役資，末期における中小地主機業家による動力化の推進によって担われてきたといわれる 36). こ
れには明治中期頃に金肥の投下によって水田生産力が急激に上昇したことが関係するともいう 37). し
かしせいせい数lJ歩程度の小地主が福井地方農村においてはほとんど未経験であった機業に果たして
積極侶Jに投資する意欲を持つであろうか．また金肥の投下による水田生産力の上昇も北産道にしん粕
の北前船による導入が明治籾期あるいはそれ以前からと思われるので38), 時期的には必ずしも一致し
ないのである．
]V--3 石川・福井両県下の緑物工業発逹の一要因
以上，わが国における代表的絹緑物業地域である小松・大聖寺および福井地方の繊維工業の近世末
期から明治・大正期頃までの発展過程についてごく大まかに概観したが， これら三地域に共通するの
は明冶以後の外国由場との結びつきと明治中期以後の近代機業技術の導入によって織物生産量が急増
するとともに，工場数も急増することである． この生産を担うのは主として農村の中小地主層である
とされるが，後になればともかく，発展の初期における経済的基盤，すなわち必要な資本はどこから
得られたのであろうか．
この点についてはこれら中小地主機業家がその所有農地を信用授与の基礎として，明治初・中期に
この地方にも続々と設立された国立・私立銀行や生糸商人から融資を受けたことが重要であるとされ
る39). そしてこれら銀行の設立には地方の有力大地主が参加しているが， これについて注目されるの
は，この大地主の中にはこの地方の洵岸諸港を根拠地（船籍地）として江戸後期から明治にかけて日
本扉航路に活躍した北前船の船主が桓当数含まれていることである 40).
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北前船についてはいまここで詳読する余裕はな
いが，幕府が闘文12年 (1672)河村瑠賢に命じて
西廻航路を開かせて以来，奥羽・北峠の日本海沿
岸地方と大阪• 関西方而とは直接海連で結ばれる
ようになり，また松前（北加道）の の開
発が進められるにつれて大阪一松前間の日本侮航
路の悔連業に従事する「北前船」が璽妥になって
きたのである叫その根拠地は三l国・崖屋・瀬
橋立• 安亡• 本吉（美川）• 宮朦（金石）な
どて， これら沿岸の小港の漁師や船乗りが各藩の
莫励と近江商人の資力授助とを受けて千石船はど
し，奥羽［！且部や北l雀地方の米
??
??
の鰊・しめ粕• こんぶなどを大阪や加戸内海
ヘ，大阪・瀕戸内方面の酒・ 塩・ 木綿・綿・
信どを北峠・奥羽• 北［毎道方而へ連送した
この場合，北的翡；｝は迎賃禎取雷ljでははくて通‘，信は
買砧制をとり，各見0産物を買取って，行先でこオ1を売払って利を得才このである． したがって船lこは
一種のl旦](\り II~] 屋の付栴をもち，航悔はかなり危険が多かったか，利益は莫大であった駅［げ］記の三 I祠
第 2図
0 20 .JOk,n 
石JI ・面）1県の工業都叶『四
と；化前船板拠湛
塩）玉．頷越・桐立•安宅などには刑｝主たちの巨大な邸宅か今もその名残りをとどめてしヽる．有名は銭
屋五只惰なども宮腰を恨拠とする北前船主の一人であった42).
北n月船は附冶切間には最岱期を迎えたが，巾］月以後とくに明治：30年代 (1897~ 1907)以後は急速に
した．その原囚は北悔道のにしん資源状粗が悪化して不漁となったこと，北海道開発か漁業から
他の部而に移ったこと） 日本型帆船は侮悶事故が多く，また非能率でi斬次四洋型帆船や蒸気船に敗退
していったこと）棗化本線 (1891年全通）• 北1夕‘だ本線 (1884年一部， 1913年全通）など鉄道の隕通が
迎み，また電信の発逹によって投機I杓ほろもうけができなくなったことなど，近代的
に旦けていったこと）つまり北前船の存在意義が以上のような社会の近代化によって失なわれたため
である 43)
これに対して北前船主たちはどのよう！こ対応したか．彼らはすでに北前船がまだ盛んであった明治
10年代 (1877~ 1887)から地元の金碕應事業に大きく投資しておりまた金融業を通じて相当の土地を
して地主ともなっている 44). このほか大阪や北両道へ出て近代的悔連業者や商人・金融業者に転
換しているものもある． ここではとくに地元の小松・大聖寿や福井などで銀行を設立したり投資した
りしている，！且を菫祝したい45). 彼らは明治中期以後，悔から陸へ上ってそれまでに寄積した資本をも
って地方の金胤国を（こきり，その資金によって地元産業の振興・育成につとめたのである．その結果
が上述のように明ポ301,ド(1897)煩以後の輸l廿羽二重業の急激な発展となってあらわ九たとみること
かできよう．資金に乏しい中小地―t機業家がこの間期に何故上述のように-,-,- に発展させ
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得だかり）＇」いいはこ机によってある『且斐解切さ九たといえるであろう． もちろんこれて全て叫らかに応：
ったわげてもばく，また1ilf拠ぷI・分な点が多々あることを詑めての上てあるか，」し佐刷罰物業地畠と
の分印がきわめて以五してはほー蚊しており， I均期((」はfiてもその店琴か1尉連づけ
うれる． しヽ わば疫亨:(Iりは状/)丘1E拠てはあるが，；!ti玲：繊紺―、1二災地堺の発炭は少t;_くともそのり］期におし＼
ては（こ机かきわめて！「文エ→あるか）， 北1}1j船による凸業資本の沿砧と札廿見 1げJてあると考えることが
ある
V まとめ一工業形成の初期段階における商業資本の役割
以1こ， 印物」業部巾，見附の緑物］―．業都1ドと石川・福）［両県応またかる緑物工業」也畠・
した． こじ）はかにも氾惰、］県にお lヽ ては五呆や、iり］尼の緑物工業，；恨の金物工業など
につ{:i -ても三条や見附と知似0使1人）を亭けることかてきよう．また石川県下ては小松より北の方の金
1バ！こし＼たるJ也域や/jピ笠(j)緑物［文ても小松・大叩青・糾）lと類似の北前船I児係の位1入）を学けることが
□―きるたろう．
るに l三越平野0)1!1 のこ礼ら は谷I]集 もつものが多く，周且Bの水田
じ）應い；,; な米の点叫とも良｝連し， またゆるやかは1言塁）110流れとも条青びついて河悲商業都由であっ
だのであり，そこに兌辻した向業資本によって牙ばえ，育てら九た地崖臼業は一たん発）応し始めると
砂々に；りたるま((」に膨肱し，それかはね返って商業資本を伸ばし，そして［且びそ机か地厨崖業にはね
忍って人きなj也域的 団46)の彪成を促巡するというよっにし をとげるよう
に1iったものと苫えることかできる
またいJII・ 福） j:11闘県卜.の緑物」~-業都巾附は） 一切冶前期という歴史の一時期［こ北陸地方に
あらわれて日本の海上父直に大きな役',l:.jを呆たして商業資本を荼柏するとともに泊えていった北1J1j船
こでも
Ftr白 ~ll
にきわめて五いという地域侶J条件が，五代［業の）lJ虹を肯てるの（こ↓とだ好都合であった． こ
と形はちがうけ九とも 1バJじく船の交通に関係して発辻した商業資本と地勘崖業と
をくり退すことによって地域(iり 団の形成か促進さ礼， したものと
考えることができよう．
由の場合は山一つ越えた背後に巨大な『l『場であり，また蚊i付先進地である閲棗地方を控
えていることが口視的な意味できわめて有利な地連的条件であっ fこそして生産力の発展」'1り大に糸占び
つく蚊術的＇情報や田場の情報，そして原料の供給や製晶の販路， こ礼らのすべては店業資本によって
されていた． もちろん技術，情報や原料仇給では関四地方とも結びついてはいたが，商業資本の目
は主として関東甫場に向っていた． このような間屋→零細企業者・職人屈という管連支配体制下の地
域的企業集団形哩がこれらの工業都市の場合にほとんど共通してみられるのが特徴である．
石川・柘げl噌Ej県下の工業都市瞬の場合も新潟県の場合とは関東と関五が入れらがっているだけで，
はほとんど似たようなものである．
はじめに述べたわが国の中央部に工業的性格の強い都由が多く集中偏在している理由は何かという
ことであるか，以上のようなまだきわめて不十分な論証ではあるが若干の結諭を褐たように息う．つ
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まり近世封建時代末期あるいはそれにつづく近代のごく初期に既に工業都市的な産業基盤を形成して
いた都市群は，ほほ商業資本の管理下にそれを行っていたのであり，それら商業資本は関東• 関匝な
どの巨大市場とのつながりによってそれを実現しえていたのてある．したがって関東• 関西の巨大市
場とのつながりを作ることが比較的困難であった東北日本や西南日本の遠隔地にはその当時から工業
都市は育ちにくかったわけである ．
本研究には昭和51年度科学研究費・総合(A)「地方都市の成立および発展の地域的基盤に関する研
究」（代表者高野史男）の一部を使用した。
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A Study on Geographical Factors for the Growth of Industrial 
Cities in Hokuriku Region, North-central Japan (abstract) 
Fumio Takano 
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In Japan there are many cities which can be classified into three types according to their 
mdustrial bases, that is, the secondary (mainly manufacturing) industry type, the intermediate type 
and the tertiary (mainly commercial and service) industry type. Regional distribution of the cities 
classified into these three types reveals remarkable feature that the cities belonging to the secondary 
industry and intermediate types are concentrated to the central part of Japan. In other regions, 
however, these two types are few and the tertiary industry type cities abound. The purpose of this 
paper is to study on geographical factors for the regional concentration of these secondary industry 
inclined cities to the central part of Japan. The case study was carried out on many industrial 
cities in Hokuriku Region, north-central Japan. The conclusion is as follows; 
(1) In these cities in Hokuriku Region, there were much accumulation of merchant capital by pre-
modern types of transportation, for instance, small river boats and sailing-vessels in the late feudal 
age And it raised local traditional industries of textile and metal works by financing them and 
they have developed to modern industrial c1t1es 
(2〉Thesecities were located in the central part of Japan where was near to two large central 
markets of Japan, Tokyo (Edo) and Osaka. , 「hesemarkets were the very favorable factor to get 
many informations of business and technology for developing these industries in that time 
